 テーマ：　地球温暖化をどうやって止めるか？
  君はアメリカ案と中国案のどちらに賛成する？

〔世界経済と世界政治の現状を知り、課題を解決してみよう。〕



○考えて欲しい事（テーマの説明）
   地球温暖化が進み、２１世紀には大規模な環境の変化がおきて、人類も含めた多く

 の生物が滅びる可能性が指摘されています。

 　世界の国々は、この事態に対して、共同で対策をねろうとしており、９７年１２月

 に、日本の京都でおこなわれた「地球温暖化防止会議」（正式名称：気候変動枠組み

 条約第３回締約国会議）において、各国別に、温暖化の原因となる二酸化炭素の排出

 量の削減量が決定され、具体的な世界全体での対策がようやく始まろうとしていまし

 た。

 　しかし、９８年１１月に削減計画の具体的な実施方法を決めるために開かれた、ブ

 エノスアイレス（アルゼンチン）会議では、アメリカを中心とした「先進国」グルー

 プと、中国を中心とした「発展途上国」グループの意見が対立し、削減計画の具体的

 な実施方法は決定されないまま、会議は終わってしまいました。

   このブエノスアイレス会議では、削減計画の具体的な実施方法を２年後の２０００

 年の会議までには作り上げることを決めましたが、地球温暖化を防ぐための世界共同

 の対策は、２年もの間、さきのばしになったわけです。

 　一刻も早い対策をとることが必要だと言われているのに、なぜ、全世界で協力して

 対策をとることができないのでしょうか。二つのグループの対立の原因をさぐりなが

 ら、君たちも、国連の会議に参加したつもりで、討論を行ってみましょう。



○討論班の決め方

　　○とりあえず、「アメリカ」案賛成か「中国」案賛成かを決める。

　　○同じ意見の人と４～５人のグループをつくる。

 
 ※どちらにも賛成できない人もいると思いますが、とりあえず、どちらかに




　　　　　　決めてください。




○討論の方法

　　○討論ゲーム方式でやってみたいと思います。

　　○両派各１班ずつ対戦。（対戦時間５分。答えられなくなった方の負け。）

○意見書のまとめかた

　　○プリントに・「○○案」に賛成の理由

　　　　　　　　・対立する案に対する意見 
の二つをまとめる。




○今後の予定
 テーマの説明（本時）


 　１　時間



 温暖化と対策についての学習


 　２　時間



 対立の背景についての学習


 　１　時間



 班の決定


 　１　時間



 意見書のまとめ


 　１　時間



 意見書の検討と質問書の作成


 　１　時間



 討論ゲーム


 　１　時間



 まとめ


 　１　時間



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　９時間

